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約100年(1899→2006)の月日のながれ・・・

4八幡周辺地区の断面概念図（出典:五十嵐健氏作成)

都市別人口数都市別人口数/1920/1920～～20502050年まで年まで((国勢調査）国勢調査）
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1 東京 2 17.3 大阪 21 1.4 大阪 24 5.2 東京 58 7.5 東京 67 7.8 東京 27 7.7 東京 41 7.7 東京 53 8.5 東京 69 6.9
2 大阪 1 25.2 東京 19 9.5 東京 20 7 大阪 28 9.9 大阪 32 5.2 大阪 11 0.2 大阪 15 5.9 大阪 19 5.6 大阪 25 4.7
3 神戸 60.8 名古屋 76.8 名古屋 90.7 名古屋 10 8.2 名古屋 13 2.8 京都 8 6.6 京都 9 9.9 京都 11 0.1 名古屋 13 3.6
4 京都 59.1 京都 67.9 神戸 78.7 京都 10 1 京都 10 8.9 横浜 6 2.4 名古屋 8 5.3 名古屋 10 3 京都 12 0.4
5 名古屋 42.9 神戸 64.4 京都 76.5 神戸 91.2 横浜 96.8 名古屋 5 9.7 横浜 8 1.4 横浜 9 5.1 横浜 11 4.3
6 横浜 42.2 横浜 40.5 横浜 60.2 横浜 70.4 神戸 96.7 神戸 3 7.9 神戸 6 0.7 神戸 7 6.5 神戸 9 7.9
7 長崎 17.6 広島 19.5 広島 2 7 広島 3 1 広島 34.3 福岡 2 5.2 福岡 3 2.8 福岡 3 9.2 福岡 5 4.4
8 広島 16 長崎 18.9 福岡 22.8 福岡 29.1 福岡 30.6 仙台 2 3.8 仙台 2 9.3 仙台 3 4.1 川崎 4 4.5
9 函館 14.4 函館 16.3 長崎 20.4 呉 23.1 川崎 3 0 札幌 2 2 横須賀 2 6.1 川崎 3 1.9 札幌 4 2.6

10 呉 13 金沢 14.7 函館 19.7 仙台 21.9 八幡 26.1 横須賀 2 0.2 札幌 2 5.9 札幌 3 1.3 仙台 3 7.5
11 金沢 12.9 熊本 14.7 呉 1 9 長崎 21.7 長崎 25.2 金沢 2 0 川崎 2 5.2 広島 2 8.5 広島 3 5.7
12 仙台 11.8 福岡 14.6 仙台 1 9 八幡 20.8 呉 23.8 函館 1 8.1 熊本 2 4.5 尼崎 2 7.9 尼崎 3 3.5
13 小樽 10.8 札幌 14.5 札幌 16.8 函館 20.7 仙台 22.3 熊本 1 8.1 尼崎 2 3.3 熊本 2 6.7 熊本 3 3.2
14 鹿児島 10.3 仙台 14.2 八幡 16.8 静岡 2 0 静岡 21.2 川崎 1 8 金沢 2 3.1 金沢 2 5.2 長崎 3 0.3
15 札幌 10.2 呉 13.8 熊本 16.4 札幌 19.6 札幌 20.6 新潟 1 7.4 広島 2 2.4 横須賀 2 5 静岡 2 9.5
16 八幡 10 小樽 13.4 金沢 15.7 熊本 18.7 佐世保 20.5 堺 1 6.8 函館 2 1.1 長崎 2 4.1 八幡 2 8.6
17 福岡 9.5 鹿児島 12.4 小樽 14.4 横須賀 18.2 函館 20.3 静岡 1 6.1 静岡 2 0.5 静岡 2 3.8 横須賀 2 7.9
18 岡山 9.4 岡山 12.4 岡山 13.9 鹿児島 18.1 下関 19.6 下関 1 5.5 新潟 2 0.4 鹿児島 2 2.9 金沢 2 7.7
19 新潟 9.2 八幡 11.8 鹿児島 13.7 和歌山 17.9 和歌山 19.5 尼崎 1 5.3 長崎 1 9.8 函館 2 2.8 鹿児島 2 7.4
20 横須賀 8.9 新潟 10.8 静岡 13.6 佐世保 17.3 熊本 19.4 呉 1 5.2 姫路 1 9.7 新潟 2 2 浜松 2 6.8
21 佐世保 8.7 堺 10.5 佐世保 13.3 岡山 16.6 横須賀 19.3 八幡 1 5.1 堺 1 9.4 堺 2 1.3 新潟 2 6.1
22 堺 8.4 横須賀 9.6 新潟 12.5 金沢 16.3 鹿児島 1 9 佐世保 1 4.7 呉 1 8.5 姫路 2 1.2 岐阜 2 5.9
23 和歌山 8.3 和歌山 9.5 堺 1 2 川崎 16.3 金沢 18.6 和歌山 1 4.7 下関 1 7.6 岐阜 2 1.1 佐世保 2 5.8
24 静岡 7.4 佐世保 9.4 和歌山 11.7 小樽 15.3 堺 18.2 小樽 1 4.5 佐世保 1 7.5 八幡 2 1 姫路 2 5.2
25 下関 7.2 門司 9.5 横須賀 1 1 堺 14.1 尼崎 18.1 長崎 1 4.2 和歌山 1 7.1 小倉 1 9.9 堺 2 1.5
26 門司 7.2 下関 9.2 浜松 10.9 豊橋 1 4 小倉 17.3 岐阜 1 4.2 鹿児島 1 7 佐世保 1 9.4 函館 2 4.2
27 熊本 7 浜松 9.2 門司 10.8 新潟 13.4 岐阜 17.2 広島 1 3.7 小倉 1 6.8 下関 1 9.3 小倉 2 4.2
28 徳島 6.8 静岡 8.4 川崎 10.4 浜松 13.3 浜松 16.6 小倉 1 3.1 八幡 1 6.7 大牟田 1 9.1 岡山 2 3.5
29 豊橋 6.5 豊橋 8.2 豊橋 9.8 下関 13.2 小樽 16.4 大牟田 1 2.7 岐阜 1 6.6 和歌山 1 9.1 下関 2 3
30 浜松 6.4 岐阜 8.1 下関 9.8 岐阜 12.8 岡山 16.3 高岡 1 2.1 大牟田 1 6.6 呉 1 8.7 宇都宮 2 2.7

1 東京 83 1 東京 88 9.3 東京 79 6.7 東京 81 3.4 東京 84 8.9 東京 82 7.3 東京 77 1.1 東京 56 4.1
2 大阪 3 01.1 大阪 31 5.6 横浜 33 0.7 横浜 34 2.6 横浜 35 7.9 横浜 35 4.4 横浜 39 0.2 横浜 27 5.3
3 名古屋 1 59.1 名古屋 19 3.5 大阪 26 0.2 大阪 25 9.8 大阪 26 2.8 大阪 25 0.6 大阪 21 8.9 大阪 13 4.1
4 横浜 1 37.5 横浜 17 8.8 名古屋 21 5.2 名古屋 21 7.1 名古屋 22 1.5 名古屋 21 4.5 神戸 20 0.2 神戸 14 0.1
5 京都 1 28.4 京都 13 6.5 札幌 17 5.7 札幌 18 2.2 札幌 18 8 札幌 18 6.9 名古屋 19 5 名古屋 13 8.8
6 神戸 1 11.3 神戸 12 1.6 京都 14 6.3 神戸 14 9.3 神戸 15 2.5 神戸 14 9.8 札幌 18 8.1 札幌 14 2.5
7 福岡 64.7 北九州 10 4.2 神戸 14 2.3 京都 14 6.7 京都 14 7.4 京都 13 9.2 福岡 14 8.3 福岡 12 6
8 川崎 63.2 川崎 85.4 福岡 12 8.4 福岡 13 4.1 福岡 14 0.1 福岡 13 5.2 川崎 13 2.8 川崎 10 9.2
9 札幌 52.3 札幌 79.4 川崎 12 0.2 川崎 12 4.9 川崎 13 2.7 川崎 12 9.4 京都 13 0.1 さいたま 10 6.7

10 広島 43.1 福岡 74.9 広島 11 0.8 広島 11 2.6 さいたま 11 7.6 さいたま 11 7.3 さいたま 11 3 京都 9 7.1
11 仙台 42.5 広島 50.4 北九州 10 1.9 北九州 10 1.1 広島 11 5.4 広島 11 4.1 広島 10 9 西宮 9 2
12 尼崎 40.5 尼崎 50 仙台 97.1 仙台 10 0.8 仙台 10 2.5 仙台 9 9.8 仙台 10 8.1 仙台 9 0
13 熊本 37.3 仙台 48 千葉 85.6 千葉 88.7 北九州 99.3 北九州. 9 8.9 千葉 10 1 千葉 6 8.4
14 長崎 34.4 堺 46.6 堺 80.2 堺 79.2 千葉 92.4 千葉 9 0.5 北九州 8 1.2 相模原 6 6.3
15 堺 33.9 熊本 40.7 熊本 6 5 熊本 66.2 堺 8 3 堺 8 3 西宮 7 6.7 八王子 6 4.9
16 浜松 33.3 長崎 40.5 岡山 61.5 岡山 62.6 浜松 80.4 新潟 8 0.4 相模原 7 3.1 北九州 5 6.2
17 八幡 33.2 浜松 39.2 相模原 5 7 相模原 60.5 新潟 78.5 浜松 7 8.6 八王子 6 8 熊本 5 4.1
18 静岡 32.8 姫路 36.7 浜松 56.1 浜松 58.2 静岡 7 0 静岡 7 1.3 熊本 6 3.4 浜松 5 1.6
19 姫路 32.8 静岡 36.7 鹿児島 54.6 鹿児島 55.2 岡山 67.4 熊本 6 6.2 岡山 5 9.9 岡山 5 1.1
20 新潟 31.4 岐阜 35.8 船橋 5 4 船橋 5 5 熊本 66.9 岡山 6 5.9 浜松 5 9.8 堺 4 0
21 岐阜 30.4 新潟 35.6 東大阪 51.7 八王子 53.6 相模原 62.8 相模原 6 5.2 堺 5 9.6 鹿児島 3 9.9
22 金沢 29.8 西宮 33.6 八王子 50.3 東大阪 51.5 鹿児島 60.4 鹿児島 6 0.1 船橋 4 9.6 松山 3 9.3
23 鹿児島 29.6 金沢 33.5 新潟 49.4 新潟 50.1 船橋 56.9 船橋 5 6.9 鹿児島 4 9.4 船橋 3 7
24 横須賀 28.7 千葉 33.2 尼崎 48.8 浦和 48.4 八王子 5 6 姫路 5 3.2 松山 4 7.1 新潟 3 6
25 小倉 28.6 和歌山 32.8 静岡 47.4 姫路 47.8 松山 51.4 松山 5 1.4 新潟 4 5.3 町田 3 5.6
26 和歌山 28.5 鹿児島 32.8 姫路 4 7 松山 47.3 東大阪 51.3 東大阪 4 9.4 姫路 4 4.1 姫路 3 5
27 西宮 26.2 横須賀 31.7 松戸 46.1 静岡 46.9 姫路 48.2 川口 4 7.9 川口 4 2.4 大分 3 4.1
28 佐世保 26.2 豊中 29.1 松山 4 6 尼崎 46.6 川口 4 8 倉敷 4 7 東大阪 4 2 倉敷 3 3.8
29 岡山 26 岡山 29.1 金沢 45.3 松戸 46.4 松戸 47.2 松戸 4 6.9 町田 4 2 宇都宮 3 3.1
30 下関 24.6 松山 28.2 浦和 45.3 川口 4 6 倉敷 46.9 福山 4 6.2 大分 4 1.9 豊橋 3 2.6

2030年推計 20 50年推計
11 758 .0 (M)
113 29.7(L)

10 059 .3 (M)
92 03.1(L)

1255 7 1269 2.5 1277 6.7
19 95(H07 )国勢調査 20 00(H12 )国勢調査 20 05(H17 )国勢調査 20 06.11平成大合併後19 60(S35) 国勢調査 19 65(S40) 国勢調査

94 30.1 99 20.9

719 9.8 841 1.4 900 7.6
195 5(S30) 国勢調査

55 96.3 59 73.6 644 5 69 25.4 73 11.4
19 40(S15) 国勢調査 19 45(S20) 国勢調査 19 47(S23) 国勢調査 19 50(S25) 国勢調査19 20(T09 ) 国勢調査 19 25(T14 ) 国勢調査 19 30(S05) 国勢調査 19 35(S10) 国勢調査

6八幡市・八幡区・八幡東区の人口推移

ⅠⅠ. . 人口構造推移・推計人口構造推移・推計（人口５区分）（人口５区分）

●● 人口３区分（人口３区分（00～～1414歳、歳、1515～～6464歳、歳、6565歳以上）では人口構造の質まで捉えにくいので５区分（歳以上）では人口構造の質まで捉えにくいので５区分（00～～1919歳：歳：
就学前・就学人口、就学前・就学人口、2020～～3434歳：前期生産人口、歳：前期生産人口、3535～～6565歳：後期生産人口、歳：後期生産人口、6565～～7474歳：前期高齢者人口歳：前期高齢者人口

7575歳以上：後期高齢者人口）で分析を試みる。歳以上：後期高齢者人口）で分析を試みる。

●● 日本の人口構造を日本の人口構造を18841884～～21002100年で見ると、約年で見ると、約37003700万人→万人→1270012700万人（ピーク万人（ピーク20052005年）→年）→47004700万人と予万人と予

想されて想されている。いる。

●● 少子高齢化社会少子高齢化社会

少子化割合少子化割合

40.8%40.8%（（18841884年）→年）→46.9%46.9%（ピーク（ピーク19401940年）→年）→20.5%20.5%（（20002000年）→年）→12.5%12.5%（（20502050年）→年）→11.9%11.9%（（21002100年）年）
高齢化割合高齢化割合

5.7%5.7%（（18841884年）→年）→7.0%7.0%（高齢化社会（高齢化社会19701970年）→年）→14.5%14.5%（高齢社会（高齢社会19951995年）→年）→29.3%29.3%（超高齢化社会（超高齢化社会20202020
年）→年）→36.5%36.5%（超高齢社会（超高齢社会35%over204035%over2040年）→年）→40.7%40.7%（超高齢社会（超高齢社会40%over205540%over2055年）→年）→40.9%40.9%（（21002100年）年）

●● Under35Under35の激減の激減

23.4%23.4%（（18841884年）→年）→27.1%27.1%（ピーク（ピーク19701970年）→年）→19.9%19.9%（（20%20%割込割込20052005年）→年）→12.6%12.6%（（20502050年）→年）→13.0%13.0%（（21002100年）年）
●● 家族類型の大きな変化家族類型の大きな変化

核家族（特に核家族（特に親親++子）が消えていく。子）が消えていく。

単独世帯の増加。単独世帯の増加。

○○ この人類史上初めての厄介な経験をする日本、北九州（特に八幡東区）はかなり深刻です。この人類史上初めての厄介な経験をする日本、北九州（特に八幡東区）はかなり深刻です。
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人口／日本の人口／日本の55区分推計区分推計 人口動態・人口推計人口動態・人口推計
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家族類型別世帯数家族類型別世帯数
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2050年って？
２０５０年のストック型社会２０５０年のストック型社会
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２０５０年のストック型社会２０５０年のストック型社会 北九州市人口推計北九州市人口推計
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人口／八幡東区の5区分推計 人口動態・人口推計

0～19歳 20～34歳 35～64歳 6 5～74歳 75歳以上 総 数

35％OVER

4 0％OVER

45％OVER

28％OVER

14％OVER

7％OVER

高齢化社会（7％OVER）

高齢社会（ 14％OVER)

超高齢者会（28％OVER）

２０５０年のストック型社会２０５０年のストック型社会 八幡東区人口推計八幡東区人口推計
2050年って？
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２０５０年のストック型社会２０５０年のストック型社会 家族類型別世帯数家族類型別世帯数

14 15

２００８年の八幡東区人口密度２００８年の八幡東区人口密度

16 17

２００８年の八幡東区高齢者割合２００８年の八幡東区高齢者割合

18

製造業

卸売・小売業

医療・福祉



19

製造業

卸売・小売業

医療・福祉

20

２０５０年のストック型社会２０５０年のストック型社会 日本・イギリスの人口推計日本・イギリスの人口推計

出典：国連 人口局データより

2050年って？
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２０５０年のストック型社会２０５０年のストック型社会 ドイツ・フランスの人口推計ドイツ・フランスの人口推計

出典：国連 人口局データより

2050年って？

22

２０５０年のストック型社会２０５０年のストック型社会 ベトナム・メキシコの人口推計ベトナム・メキシコの人口推計

出典：国連 人口局データより

2050年って？
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出典：国連 人口局データより

ⅡⅡ. . プロジェクトの考え方プロジェクトの考え方〔〔東田東田ーー中央町中央町－－丸山・大谷地区］丸山・大谷地区］

●●地形（アロケ－ション）と市街地現状地形（アロケ－ション）と市街地現状

南北：帆柱山系の尾根、丘陵地が延び南高北低の傾斜をもつ。南北：帆柱山系の尾根、丘陵地が延び南高北低の傾斜をもつ。

東西：南北の帆柱山系、丘陵地帯を横切るのでアップ・ダウンが多い。東西：南北の帆柱山系、丘陵地帯を横切るのでアップ・ダウンが多い。

東田地区と中央町のつながりが国道東田地区と中央町のつながりが国道33号線を含む幹線道路号線を含む幹線道路33本によって分断されている。本によって分断されている。

斜面地区の高齢化（斜面地区の高齢化（3535～～42.2%42.2%）が著しい。）が著しい。

●●都市的ストックの再評価都市的ストックの再評価

明治期～戦間期にかけて東西を走る道路が工業都市のインフラとして整備されてきた。明治期～戦間期にかけて東西を走る道路が工業都市のインフラとして整備されてきた。

戦災復興期にその流れを踏襲しながら、新たに南北に防火帯機能を有する広幅員道路戦災復興期にその流れを踏襲しながら、新たに南北に防火帯機能を有する広幅員道路

が３ｹ所設けられた。また、市内に多数の公園が配置された。その都市資産の活用。が３ｹ所設けられた。また、市内に多数の公園が配置された。その都市資産の活用。

更に、企業の保有する広大な土地の活用。更に、企業の保有する広大な土地の活用。

●●地区整備の基本方針地区整備の基本方針

人口構造の検討人口構造の検討

経済・産業構造の検討経済・産業構造の検討

生活・社会・都市基盤構造の検討生活・社会・都市基盤構造の検討

24
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アロケーションの基本要素図アロケーションの基本要素図 AllocationAllocation
地勢・気象 恵 有形/もの 無形/こころ 災

アロケーション マップ

生存圏

定住圏

生産圏

生活圏

定住圏力表

山津波

土砂災害

森林火災

河川氾濫

火山

水害

地震 集中豪雨
火災
ヒートアイランド
生態系の大変化

治安の悪化 衛生・健康
ウィルス・病原菌の侵入

津波
海水温上昇
海面上昇

台風
集中豪雨
超強風

気候大変動
気温上昇

生態系の大変化

森林資源
保水力
野生動物生息

水資源
淡水産食糧

農産物

海産物

風の道

お天気，光，雨，

気温湿度，そよ風，

熱

地球生態維持エンジン

光合成による酸素
温度コントロール空
気浄化

生産・経済活動
定住・生活・社会

風の道

ホ
ッ
と
す
る
気
持

山

川

地

海

象
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AllocationAllocationストック型地域設計ストック型地域設計 そのその１１

定住圏のアロケーション化

スケルトン・ゾーン

物理的、機能的、文化的に劣
化せず、技術・価値観の変化
に対応できるもので 構成され

たゾーン

都市・街区・住宅域（都市機能エリア）

アーバン グリーン エリア

都市インフラ

生存機能インフラ

スタビリティ エリア

定住可能人口値

バッファ・ゾーン

フレキシブルに時代・社会等の
変化に対応できるゾーン

境界自然域 （緑地 etc）

産業域 工業生産
海洋生産
農林生産

エネルギー生産
生存維持生産

自然域 里山
自然保全
生態系緩衛エリア

スタビリティ エリア

スタビリティ・ゾーン

いつまでも変わることのない安
定したゾーン

自然、山、河川、湖沼、海岸線

景観、文化遺産

持続的定住可能な
生活維持生産量

27

AllocationAllocationアロケーションアロケーション 地形編地形編 （（ TopographyTopography ）） そのその１１
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AllocationAllocation
出典

地盤災害多発地域（196 8年
時点）

都市地盤調査報告書vol. 18

河川氾濫想定区域 北九州市防災情報マップ

急傾斜地崩壊危険箇所 北九州市防災情報マップ

× 土石流危険渓流 北九州市防災情報マップ

地すべり危険箇所 北九州市防災情報マップ

下関亜層群分布地 5万分の1地質図幅「小倉」

小倉東断層 都市圏活断層図「小倉地区」

軟弱な沖積層の地域 都市地盤調査報告書vol. 18

─5mの基盤等深線 都市地盤調査報告書vol. 18

海岸砂丘 5万分の1地質図幅「小倉」

干拓地・埋立地 5万分の1地質図幅「小倉」

凡例

北九州東部地区

小倉東断層
地盤災害多発地域
×土石流危険渓流
黄急傾斜地崩壊危険箇所
水色地すべり危険箇所
下関亜層群分布地
軟弱な沖積層地域
海岸砂丘
干拓地・埋立地

薄紫河川氾濫想定区域
■●公共施設+学校
▲公共・公営住宅

アロケーションアロケーション 地形編地形編 そのその６６

29 30

31出典：Ｍ22 陸軍測量部 32

出典：陸軍測量部 Ｍ33 地図センター

出典：北九州市史
33

1896(Ｍ29)年

34

1911(Ｍ44)年

35

1925(Ｔ14)年

361948(Ｓ23)年
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1950(Ｓ25)年

38

1964(Ｓ39)年

39
現代

40

地区整備の基本方針

2050年の八幡東区の人口 ５～６万人 （推計参考値 2.6万人）
高齢化率 ３０％台前半 （推計参考値 ４４％）
Under２０ １５％ （推計参考値 １０．７％）
Under３５（20～34歳） ２０％ （推計参考値 １０．９％）

人口構造

イノベ－ション産業・クリエイティブ産業の形成、知の形成
生産優位性、九州・アジア規模の経済
北九州広域都市圏１人当りGDP向上

経済・産業構造

生活・社会・都市基盤の長寿命化、資源・エネルギ－自律化、低炭素社会
歩いて暮せる街、安全・安心で暮せる街づくり
多様な世代・世帯が暮らせる街づくり
次世代型産業形成と新たな雇用、ワ－クライフバランスの成熟
自然環境、都市緑地の形成
狭域循環エコバス
斜面地活用（斜面地緑化、斜面地ハウジングプロジェクト）
東田－中央町－丸山・大谷一体化

自然エネルギ－、都市排熱活用
コンパクトエリアの形成

生活・社会・都市基盤構造

41

Ⅲ. トリガ－プロジェクト
若年人口の地域転入策の検討

● 産業構造の転換、次世代産業の形成により、イノベ－ション分野、クリエイティブ産業分野の人材、前期生
産人口の転入を図る。

● 次世代産業従事者、在来産業従事者育成のための教育機関の質的向上・充実を図る。
● 北九州市内の大学・高専・高校等の卒業生の雇用の場の整備を図る。企業との連携でアジアからの留学
生の受入と就職枠の拡充。

● 他県よりの市内進学者への優遇的学生寮制度。

将来の世帯構成と多様な住宅供給

● 家族類型が核家族（親+子）の減少、単独世帯・高齢世帯の増加等大きな変化がある。ライフスタイル、ラ
イフステ－ジに合った環境共生、長寿命、社会資産としての多様な住宅供給とリニュアルが課題となる。

● 前期生産世代への家賃等優遇策。
● 生活しやすい・歩いて暮らせる・安全安心の住環境の整備。
● 斜面地活用（斜面地緑化、斜面地広敷地住宅、斜面地新ハウジング、斜面地活用施設）
○ 環境共生型、長寿命化、資源自律化、可変性、メンテナンス性、パッシブデザイン、温熱環境配慮、多様な
世代・世帯に対応、所有から使用への転換、グル－プホ－ム住宅等

道路空間と環境ネットワ－ク

● 歩いて暮らせる街づくり（歩いて楽しい緑道、風の道、都市緑地、ポケットパ－ク、クールスポット）
● 街区間歩行移動
● 小河川の開渠化
● 100mでバス停の狭域循環エコバスシステム

42

アメリカ

イギリス

フランス

日 本

30,731

(27.5%)

13,852

(12.3%)

15,949

(14.2%)

23,300
(14.9%) 30,731

(27.5%)
11,800

(10.5%)

8,099

(40.6%)

4,564 (22.9%) 5,187 (26.1%)
2,082 (10.4%)

8,296

(38.6%)
1,884
(8.1%)

5,460
(23.4%)7,646 (32.8%)

1,647

(3.8%)

2,601

(5.9%)

11,492
(26.2%)

5,476

(12.5%)
9,651

(21.9%)

11,973

(27.3%)

単位 ：千戸

各国の建築時期別住宅ストック

1940 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95   2000 (年)
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住宅数

全市
(万戸)

空き家
1960 1970 1980 1990 2000 2004

門司区

小倉北区

小倉南区

若松区

八幡東区

八幡西区

戸畑区

41.47万戸

44.8千戸

86.7千戸

84.9万戸

31.6千戸

32.5千戸

106.5千戸

27.4千戸

6.01万戸

5.9千戸

18.9千戸

9.7千戸

4.1千戸

6.1千戸

10.7千戸

4.6千戸

(10.8％)

(20.9％)

(20.5％)

(7.6％)

(7.8％)

(25.7％)

(6.6％)

(9.1％) (35.3％) (24.3％) (21.3％) (6.6％)

3.79万戸

14.67万戸
10.09万戸 8.84万戸

2.75万戸

(14.1％) (40.3％) (22.5％) (16.6％) (4.2％)

6.3千戸

18.0千戸 10.0千 戸
7.4千戸

1.8千戸

(9.7％) (34.7％) (23.7％) (19.5％) (8.2％)

8.4千戸

30.0千戸

20.5千 戸

16.9千戸 7.1千戸

(3.7％) (35.4％) (23.9％) (26.6％) (7.3％)

3.1千戸

30.0千戸

20.3千 戸
22.5千戸

6.1千戸

(14.5％) (28.2％) (25.1％) (23.7％) (6.5％)

4.5千戸 8.9千戸

7.9千戸 7.5千戸
2.0千戸

(21.2％) (29.6％) (22.6％) (18.0％) (4.6％)

6.8千戸 9.6千戸
7.3千戸

5.8千戸
1.5千戸

(4.3％) (38.62％) (26.5％) (21.2％) (6.5％)

4.6千戸

41.1千戸

28.2千 戸

22.6千戸

7.3千戸

(14.4％) (31.9％) (23.3％) (19.9％) (5.1％)

3.9千戸 8.7千戸
6.4千戸 5.4千戸

1.3千戸

総務省統計局｢平成15年度住宅・土地統計調査｣データより作成

建築の時期別 住宅数

44 45

緑道
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プロジェクト イメージスケッチ

47

２０５０年の八幡２０５０年の八幡

２００９年２００９年

２０５０年の八幡２０５０年の八幡
48

49

２０５０年２０５０年 東田・中央町地域東田・中央町地域 大谷・丸山地区大谷・丸山地区

50

ⅣⅣ.. まとめまとめ

八
幡
中
心
地
区
の
長
期
課
題
へ
の
対
応

人
口
構
造

人口減少
少子・超高齢化
Under35激減
家族類型の大変化
核家族（親+子）の減少、単独世帯の激増

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
考
え
方

地形と市街地の現状
東西幹線軸と南北生活軸の分断
斜面地区の長高齢化

都市的ストックの再評価
都市インフラの活用
企業用地の活用

地区整備の基本方針
人口構造の検討
経済・産業構造の検討
生活・社会・都市基盤の検討

2050年八幡東区人口 5～6万人
経済・産業構造の転換
イノベ－ション拠点、クリエイティブ産業の形成

生活・社会・都市基盤の長寿命化、資源エ
ネルギ－の自律化、低炭素社会形成
歩いて暮らせる街づくり

ト
リ
ガ-

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

環境モデル都市
ストック型社会 低炭素社会 循環型社会

若年人口の地域転入策の検討
産業構造の転換を図りながら、次世代産業の形成により

イノベ－ション分野、クリエイティブ産業分野の人材、前
期生産人口の転入を図る。

学生の市内での就職口整備。

将来の世帯構成と多様な住宅供給
多岐にわたる家族類型、世代、ライフスタイル、ライフス
テ－ジに合った環境共生、長寿命、社会資産としての多
様な住宅の供給。

前期生産世代への家賃等優遇策。
生活しやすい、歩いて暮らせる・安全安心の住環境整備

道路空間と環境ネットワ－ク
歩いて暮らせる街づくり（緑道、風の道、都市緑地、ポケ
ットパ－ク）。

街区間歩行移動。
小河川の開渠化。
狭域循環エコバス。

北
九
州
市
・
経
済
産
業
界
・
市
民
統
合
プ
ロ
グ
ラ
ム


